
この広報紙は、再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

2010

輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て

　

と
も
に
考
え　

と
も
に
歩
も
う

2P

4P

8P

14P

22P

新春のあいさつ

1 年を振り返って
平成 21 年の主な出来事を紹介します

みんなの広場 
町立小学校児童駅伝大会など

ふるさとの川の流れに 
古川流域の変遷（1）
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広報くみやま平成 22 年 1 月 1 日

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、平
素
か
ら

町
政
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
政
で
は
、
昨
年
８
月
の
総
選
挙
に
よ
り
、
民

主
党
を
中
心
と
す
る
新
た
な
政
権
が
誕
生
し
ま

し
た
。
新
政
権
は
、国
と
地
方
公
共
団
体
の
関
係

を
抜
本
的
に
見
直
し
、
改
革
を
進
め
る
と
さ
れ
、

行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け
で
は
、既
存

事
業
の
ム
ダ
を
国
民
の
前
で
議
論
す
る
な
ど
、廃

止
を
含
め
た
事
業
費
削
減
な
ど
の
評
価
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
評
価
が
国
民
の
暮
ら
し
や
地
域
経

済
に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、
今
後
、
地

方
公
共
団
体
に
と
り
ま
し
て
も
様
々
な
課
題
に

直
面
す
る
一
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、本
町
が
将
来
に
わ
た
り
長

期
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
行
政
課
題
や
行

政
需
要
を
的
確
に
と
ら
ま
え
、久
御
山
町
第
４
次

総
合
計
画
や
そ
の
実
施
計
画
を
も
と
に
計
画
的

か
つ
効
果
的
に
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
、待
望
久
し
か
っ
た
産
業
交
流
拠
点

の
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
が
、い

よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
を
い
た
し
ま
す
。
地
産
地
消
、

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
の
推
進
の
た
め
、
住
民
の
皆

さ
ま
の
ご
利
用
と
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
を
は
じ

め
と
し
て
、本
町
に
あ
る
社
会
資
本
の
活
用
に
つ

い
て
住
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
施
策

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
実
り
多
い
も
の
と
な
る

よ
う
に
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
町
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
て
10
年

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、常
に
住
民
の
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
の
目
線
に
た
っ
た
行
政
運
営
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、国
の
大
型
補

正
予
算
に
よ
っ
て
、暮
ら
し
に
か
か
わ
る
施
策
が

大
き
く
変
化
し
、
定
額
給
付
金
制
度
や
環
境
関

連
商
品
な
ど
景
気
対
策
事
業
が
進
め
ら
れ
た
ほ

か
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
っ
て
国

民
の
健
康
管
理
へ
の
対
応
な
ど
、新
た
な
事
象
に

対
す
る
混
乱
の
大
き
な
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。本

町
で
は
、高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
的
弱
者

の
暮
ら
し
の
安
心
安
全
を
優
先
的
に
、
後
期
高

齢
者
保
健
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
検
診
助
成
事
業
）、

妊
産
婦
の
支
援
事
業
の
年
間
受
診
回
数
の
大
幅

な
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、高
齢
者

用
の
バ
ス
カ
ー
ド
購
入
助
成
も
実
施
を
い
た
し

ま
し
た
。
教
育
関
係
で
は
、久
御
山
中
学
校
校
舎

改
築
工
事
を
は
じ
め
、児
童
生
徒
支
援
事
業
と
し

て
、
中
学
校
の
少
人
数
学
級
や
小
学
校
の
少
人
数

授
業
の
た
め
の
非
常
勤
講
師
の
配
置
な
ど
積
極
的

に
支
援
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
府
内
で

初
め
て
と
な
る
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制

定
し
、犯
罪
被
害
を
受
け
た
住
民
等
の
生
活
支
援

策
を
備
え
る
こ
と
と
す
る
な
ど
、住
民
の
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
の
向
上
に
直
結
す
る
も
の
を
最
優
先
に

実
現
で
き
た
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
は
久
御
山
町
が
誕
生
し
ま
し
て
55

年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。55
周
年
記

念
式
典
で
は
、
長
年
、
学
校
間
交
流
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
市

か
ら
、
代
表
者
を
お
迎
え
す
る
中
、
町
政
の
各
分

野
に
お
い
て
、
ご
尽
力
、
ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
、あ
わ
せ
て

産
業
優
秀
技
能
功
労
者
表
彰
を
新
設
し
、本
町
の

産
業
振
興
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
を
表

彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
町
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
名
工
・
達
人
と
呼

ば
れ
る
方
、
ま
た
、
地
域
に
は
魅
力
あ
る
資
源
が

数
多
く
埋
も
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、住
民
が
主
体

で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、さ
ら
に
住
民
が
輝
く
町

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

今
、
豊
富
な
社
会
資
本
を
生
か
し
て

久
御
山
町
長　

坂
本　

信
夫

新春のあいさつ
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広報くみやま平成 22 年 1 月 1 日

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
輝
か
し
い
平
成
22
年
の
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
町
行
政
の

推
進
な
ら
び
に
議
会
活
動
に
際
し
、格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
に
お
き
ま
し
て
は
衆
議
院
議
員
総

選
挙
の
結
果
に
お
い
て
、
今
ま
で
の
自
民
党
政
権

か
ら
民
主
党
政
権
へ
と
政
権
交
代
が
さ
れ
、激
動

の
新
し
い
政
局
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
生
活
に
直
結
す
る
多
く
の
選
挙
公
約
「
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
」
を
掲
げ
ら
れ
ス
タ
ー
ト
し
た
政
権
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
対
し
て
今
後
そ
の

動
向
を
十
分
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
と
い
わ
れ
た
金
融
恐
慌
に
端
を
発
し
た
世
界
経

済
の
減
速
は
、い
ま
だ
日
本
経
済
に
大
き
な
影
を

落
と
し
、
加
え
て
、
円
高
、
株
安
、
物
価
下
落
、
企

業
倒
産
、
そ
し
て
雇
用
不
安
な
ど
、
ま
さ
し
く
デ

フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
現
象
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

景
気
は
最
悪
期
を
脱
し
た
と
い
う
も
の
の
、
今
後

の
先
行
き
に
は
ま
だ
不
透
明
感
が
た
だ
よ
い
、
日

本
経
済
の
立
ち
直
り
に
は
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

さ
な
い
厳
し
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、法
人
町
民
税
を
は

じ
め
と
す
る
税
収
が
伸
び
悩
み
、財
源
不
足
に
よ

り
自
治
体
運
営
に
も
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
も
否

定
で
き
な
い
事
態
と
も
い
え
ま
す
。

　

多
種
・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

行
政
と
し
て
も
、
行
政
改
革
の
波
を
更
に
深
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、不
透
明
な
社
会
情
勢
と
国
民
の
閉
塞

感
や
脱
力
感
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
凶
悪
事

件
や
放
火
と
い
っ
た
犯
罪
、
痛
ま
し
い
子
供
の
虐

待
や
い
じ
め
な
ど
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
下
に
あ

り
、
ま
た
、
昨
年
来
、
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
で

の
学
級
・
学
校
閉
鎖
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
大
き

く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
町
で
は
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ

ア
く
み
や
ま
」
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
４

月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
か
っ
て
進
め
ら
れ
、「
人
と
人

と
の
交
流
拠
点
」・「
情
報
発
信
基
地
」
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
う
と
同
時
に
、
地
産
地
消
の
も
と

地
元
農
産
品
や
加
工
品
販
売
な
ど
、
も
の
づ
く
り

の
ま
ち
久
御
山
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、住

民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
活
力

と
潤
い
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
福
祉

施
策
の
充
実
等
に
、
住
民
と
行
政
が
協
働
関
係
の

中
で
積
極
的
に
取
り
組
み
、
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

呼
応
し
た
施
策
に
ま
い
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議
員
一
同
、
町

行
政
と
十
分
連
携
す
る
な
か
、
創
意
工
夫
を
重
ね
、

そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
精

一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
久
御
山
町
の
限
り
な
い
発
展
と
皆
さ
ま

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

久
御
山
町
議
会
議
長　

林　
　
　

勉

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

地
方
自
治
の
振
興
と
発
展
を
は
か
る

2010平成 22 年
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町
で
は
、
町
制
施
行
55
周
年
・
平
和
都
市
宣
言
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
目
線
に
た
っ
た
暮
ら
し
の
向
上
に
直
結
す
る
施
策
、
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
、
久
御
山
中
学
校
第
１
期
校
舎
の
建
設
な
ど
多
く
の

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
主
な
出
来
事
を
紹
介
し
、
平
成
21
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

１
年
を
振
り
返
っ
て

平
成
21
年

11
日	

消
防
出
初
式

12
日	

成
人
式
（
選
挙
模
擬
投
票
試
行
）

17
日	

青
少
年
の
主
張
発
表
会

25
日	

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

10
日	

町
政
を
見
る
会

26
日	

第
１
回
町
議
会
定
例
会
開
会

13
日	

久
御
山
中
学
校
卒
業
式

17
日	

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制
定

17
日	

幼
稚
園
卒
園
式

19
日	

小
学
校
卒
業
式

23
日	

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
受
付
開
始

28
日	

戸
籍
事
務
の
電
算
化
ス
タ
ー
ト

28
日	

住
所
表
示
の
変
更

1 月 JAN2 月 FEB3 月 MAR

▲流失する「流れ橋」
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１
日	

伏
見
副
町
長
就
任

４
日	

保
育
所
入
所
式

７
日	

小
学
校
入
学
式

８
日	

中
学
校
入
学
式

９
日	

幼
稚
園
入
園
式

29
日	

ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
市
派
遣
団
出
発(

〜
５
月
５
日
）

１
日	

高
齢
者
バ
ス
カ
ー
ド
等
購
入
助
成
開
始

８
日	

水
防
訓
練

10
日	

総
合
体
育
大
会
開
会
式

14
日	

第
１
回
町
議
会
臨
時
会
開
会

17
日	

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
＆
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

23
日	

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

26
日	

生
涯
学
習
事
業
開
講
式

30
日	
東
角
小
学
校
で
春
の
運
動
会

９
日	

第
２
回
町
議
会
定
例
会
開
会

13
日	

文
化
財
愛
護
意
識
啓
発
講
演
会

16
日	

平
和
事
業
で
折
鶴
募
集(

〜
７
月
17
日
）

16
日	

広
島
・
長
崎
原
爆
写
真
・
ポ
ス
タ
ー
展
（
〜
８
月
16
日
）

23
日	

平
和
の
た
め
の
小
・
中
学
生
広
島
派
遣
（
〜
24
日
）

15
日	

平
和
祈
念
集
会
＆
平
和
の
語
り

22
日	

久
御
山
中
学
校
剣
道
部
全
国
制
覇

22
日	

子
ど
も
広
場
と
納
涼
夏
ま
つ
り

30
日	

衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
日

４
日	

第
３
回
町
議
会
定
例
会
開
会

６
日	

町
長
査
閲
町
消
防
団
消
防
訓
練
大
会

11
日	

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
者
10
万
人
突
破

15
日	

敬
老
会

29
日	

第
１
回
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
開
催

1
日	

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典

8
日	

台
風
18
号
の
接
近
で
「
流
れ
橋
」
流
失

９
日	

自
衛
消
防
隊
訓
練
大
会

11
日	

町
民
運
動
会

22
日	

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や

　
　
　
　

ま
」
に
決
定

22
日	

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

25
日	

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン
「
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」

25
日	

環
境
ま
つ
り
、
下
水
道
ま
つ
り

27
日	

の
っ
て
こ
バ
ス
利
用
者
20
万
人
突
破

７
日	

町
民
文
化
祭
（
〜
８
日
）

10
日	

戦
没
者
追
悼
式

10
日	

久
御
山
中
学
校
第
１
期
校
舎
引
渡
式

23
日	

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山

26
日	

地
域
福
祉
活
動
研
修
会

８
日	

第
４
回
町
議
会
定
例
会
開
会

９
日	

犯
罪
被
害
者
等
支
援
府
民
講
座

12
日	

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

17
日	

い
き
い
き
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座
お
や
じ
未
来
塾

4 月 APR5 月 MAY6 月 JUN

7 月 JUL8 月 AUG9 月 SEP10 月 OCT11 月 NOV12 月 DEC

▲平和祈念の千羽鶴を広島派遣団に託す坂本町長
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国 民 健 康 保 険 

会 計 名 等 

41.3% 
88.9% 
2.1% 
32.1% 
38.5% 
32.8% 
46.3% 
13.8% 

三 郷 山 財 産 区 

歳   入 歳   出 
収入済額 収入率 支出済額 支出率 

老 人 保 健 
公共下水道事業  
介 護 保 険 
後期高齢者医療  

水 道 収益的収支 
資本的収支 

7億6915万円
562万円
40万円

3億4837万円
3億5571万円
5412万円

2億4313万円
3702万円

37.1% 
99.4% 
31.6% 
40.1% 
43.7% 
36.0% 
48.9% 
6.6% 

6億9086万円
628万円
611万円

4億3499万円
4億  326万円
5948万円

2億5578万円
542万円

表① 一般会計の執行状況 

表② 特別会計・水道事業会計の執行状況 

64.8％（30億862万円） 総務費13億8511万円

町税46億4025万円 

（億円）
403050 202080

（億円）
80

歳　　出歳　　入
1010 99 88 77 6 65 54 43 32 21 1

51.1％（7億722万円）

67.9％（2億1588万円） 42.3％（7億7911万円）

10.1％（7484万円）

16.0％（4482万円）

51.5％（3億4600万円）

36.8％（6億3388万円）

民生費18億4126万円地方消費税交付金3億1800万円

国庫支出金7億4369万円 

府支出金2億7949万円 

繰入金6億7146万円 

その他17億2317万円 

41.6％（2億4881万円）

35.9％（4億598万円）

27.4％（5億1924万円）

40.6％（6億1783万円）

衛生費5億9802万円 

土木費11億3174万円 

教育費18億9726万円 

その他15億2267万円 
合計83億7606万円 合計83億7606万円

は収入済および 
支出済率（金額）

51.6％（43億2404万円） 39.1％（32億7819万円）

【第 1 次試験】
日時／ 1 月 30 日㈯　午前 9 時から
場所／久御山町役場
試験内容／土木技術職…教養試験・

土木に関する専門試験
　保健師…教養試験・保健師に関す

る専門試験
【第２次試験】
日時・場所／ 2 月下旬。第 1 次試験

合格者に文書で通知します。
試験内容／作文試験、面接試験
◇受験申込書
　　受験申込書は総務課にあります。

また、町ホームページ（ http://ww
　w.town.kumiyama.kyoto.jp）
　からもダウンロードできます。

◇受付期間
　　受験申込書に必要事項をご記入

のうえ、必要書類を添えて 1 月 4
日㈪から 19 日㈫までの間に、総務
課へ提出してください。郵送による

受け付けは、おこないません。
※土・日曜日、祝日を除く、午前 8 時

30 分から午後５時まで。
 問い合わせ／総務課

　

平
成
21
年
度
上
半
期
の
一
般
会
計
や
特
別

会
計
な
ど
の
財
政
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
一
般
会
計
の
９
月
末
現
在
の
予
算
執
行

状
況
は
、
歳
入
が
全
体
の
五
十
一
・
六
㌫
の

四
十
三
億
二
千
四
百
四
万
円
、
歳
出
が
全
体

の
三
十
九
・
一
㌫
の
三
十
二
億
七
千
八
百
十

九
万
円
で
、
各
科
目
の
執
行
状
況
は
、
表
①

の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
６
つ
の
特

別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
予
算
執
行
状

況
は
表
②
の
と
お
り
で
す
。

　

地
方
債
（
町
の
借
金
）
の
９
月
末
現
在
高

は
、
一
般
会
計
が
四
十
三
億
七
千
五
百
二

十
四
万
円
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は

四
十
七
億
五
千
五
百
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
金
額
は
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
四
捨

五
入
）

　

町
で
は
、
下
半
期
も
各
種
事
業
に
対
し
、

予
算
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

土木技術職・保健師の 受験申込書交付
1 月 4 日㈪～
受付期間
1 月 4 日㈪～ 19 日㈫

土木技術職 １　昭和 49 年 4 月 2 日から平成４年 4 月 1 日
までに生まれた人

２　高等学校卒業程度以上の学力を有する人
３　土木学科系を専攻した人
１　昭和 49 年 4 月2日から昭和 63 年 4 月1日

までに生まれた人
２　高等学校卒業程度以上の学力を有する人
３　保健師資格を有する人、または、平成 22 年

3 月末日までに同資格取得見込みの人

保健師

１名

1 名

職　種 採用予定
人　員 受　験　資　格

町職員を募集します

平
成
21
年
度 

上
半
期 

財
政
状
況
を
公
表
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行政ニュース

　

昨
年
ま
で
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
本
人
が
市
町

村
へ
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
後
は
給
与
支
払

報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）
お
よ
び
確
定
申
告

書
を
基
に
市
町
村
が
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を

計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
対
象
者
】

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
に
入
居
し
た
人

お
よ
び
平
成
21
年
以
降
に
入
居
し
た
人
の
う

ち
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
控
除

し
き
れ
な
い
人

　

平
成
20
年
度
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
、
上

場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
益
に
対
す
る
軽
減

税
率
10
％
（
所
得
税
７
％
・
個
人
住
民
税
３

％
）
を
平
成
23
年
末
ま
で
３
年
間
延
長
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
方
法
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
引
き
落
と
し
）
の
人
は
、
口
座
振
替
で
の

支
払
い
方
法
に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
保
険
税
（
料
）
の
支
払
い
方
法
が

特
別
徴
収
と
な
っ
て
い
る
人
が
、
金
融
機
関

で
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
た
後
、
２
月
５
日

㈮
ま
で
に
口
座
振
替
依
頼
書
の
控
え
と
印
鑑

を
ご
持
参
の
う
え
、
各
担
当
課
の
窓
口
で
支

払
方
法
変
更
申
請
を
す
れ
ば
、
今
年
の
４
月

に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
保
険
税
（
料
）
が

引
き
落
と
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
所
得
税
や
個
人
住

民
税
で
口
座
振
替
に
よ
り
そ
の
保
険
税（
料
）

を
支
払
っ
た
人
に
社
会
保
険
料
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
も
同
様
の
手
続
き
で
口
座

振
替
で
の
支
払
い
に
変
更
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
場
合
の
変
更
時
期
は
年
度
途
中
か

ら
に
な
り
ま
す
。

金
融
機
関
で
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出

（
口
座
振
替
依
頼
書
の
控
え
が
も
ら
え
ま
す
。）

　
　
　
　
　

➡

役
場
各
担
当
課
で
支
払
い
方
法
変
更
手
続
き

（
口
座
振
替
依
頼
書
の
控
え
・
印
鑑
を
持
参
）

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
・
国
保
医
療
課

　広報くみやま９月 15 日号などでもお知らせしました
税業務を共同で処理するための新たな広域連合組織と
して設立された京都地方税機構（京都府と府内市町村

（京都市を除く））の業務が１月から始まります。
　京都地方税機構は、これまで各自治体が個々におこ
なっていた税金の申告や納付などの窓口を将来的に一
本化することにより徴税コストの削減を図るとともに、
納税者の利便性の向上と一層の公平公正な税行政を目
指すものです。
　まず、１月からは大口滞納など滞納税徴収業務の一部
を実施し、今後、段階的に実施することになります。

業　　務：督促・催告・滞納処分など
対象税目：町税・国民健康保険税で納付期限を一定期間

経過したすべての滞納分

　京都府庁（本部事務所）と府内６か所（相楽、山城中
部、乙訓、中部、中丹、丹後）です。

　久御山町は、宇治市や城陽市、八幡市などの近隣市
町を含めた山城中部事務所が所管となります。同事務所
は、陸上自衛隊大久保駐屯地北側の府立城南勤労者福祉
会館内に設置されます。
問い合わせ／役場税務課

地
方
税
・
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

申
告
は
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
益
に
対

す
る
軽
減
税
率
が
延
長
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
支
払
い
方
法

ご
存
じ
で
す
か

税 

制 

改 

正

　

税
制
改
正
の
う
ち
個
人
住
民
税
に
つ
い

て
の
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

手
続
き
の
流
れ

広域連合「京都地方税機構」の業務がスタートします

今回開始する業務・対象税目

今回開設する事務所

京滋バイパス

至国道1号

至国道1号

至奈良

至京都

小倉

伊勢田

大久保大久保

府道宇治淀線
宇治税務署

緑ヶ原バス停 陸上
自衛隊

緑ヶ原
集会所

府道八幡宇治線 至
宇
治

新
田

国
道
24
号

旧
国
道
24
号

Ｊ
Ｒ
奈
良
線近

鉄
京
都
線

京都地方税機構事務所
( 京都府立勤労者福祉会館内）
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みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2009 Kumiyama

きもの着付け教室（12 月 3 日・中央公民館）

2009 Kumiyama
年賀状（毛筆）教室（11月 27 日・中央公民館）

西
にしむら

村　陸
りく

ちゃん 
（平成 19 年 11 月 29 日）

　　無邪気な笑顔に癒されてます。
　　自分らしく、たくましく育ってね。

相島　父 九三男さん・母 奈津子さん

安
あんどう

藤 凜
りん

・奏
かな

・昊
そら

ちゃん 
（平成17年12月29日）（平成19年4月10日）（平成20年8月12日）

わが家の自慢の仲良し三姉妹です♡

佐古　父 裕喜さん・母 めぐみさん

中
な か の

野 佑
ゆ き と

輝人・聡
そ う た

太ちゃん
（平成10年3月3日）（平成20年5月27日）

大好きなお兄ちゃんとなら何でもチャレンジ！
いっぱい遊んでいるね。元気に大きくなぁれ。

林　父 匡隆さん・母 妙子さん

デッドヒートの末、御牧小 A が優勝
　11月21日、東角小学校周辺をコースに町立小学校児童
駅伝大会が開催され、男女3人ずつの6人で編成したチー
ムが総距離10.6㌔で健脚を競いました。
　レースは、東角小Aが1位で２区にタスキをつなぎまし
たが、御牧小Aの２・３区が目をみはる快走を見せトップに
なると、４区でトラック１周の大差をつけました。しかし５
区で６分49秒の区間賞を記録した東角小Bが逆転、その後
６区で御牧小Aが再び逆転してゴールテープを切りました。

タバコの害を学ぶ
　11月 25日、佐山小学校で京都府立医大の繁田正子教
授による嫌煙教育がおこなわれました。この教室は、子ど
もたちにタバコの害を教えるため、海外の禁煙コマーシャ
ルや肺ガンに侵された肺の写真などが印刷されたタバコの
箱などを資料にしておこなわれました。
　児童たちは、タールの臭いを嗅いで、なぜこんなものを
吸うのか私たちは絶対に吸わない、そして大切な家族にも
吸わないように勧めようと誓っていました。

町立小学校児童駅伝大会
東角小学校周辺

▲さっそうと駆け抜ける児童▲タールの臭いを嗅ぐ児童

嫌煙教育
佐山小学校



訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
く
み
や
ま
12
月
15
日
号
の
こ
ど
も
の

コ
ー
ナ
ー
掲
載
の
「
原
田
勇
麿
さ
ん
」
と
あ
る

の
は
「
原
田
勇
磨
さ
ん
」、「
堀
江
一
麿
さ
ん
」

と
あ
る
の
は
「
堀
江
一
磨
さ
ん
」
が
正
し
く
訂

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
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2009 Kumiyama

淀大根の出荷作業（12 月 7 日・東一口）

2009 Kumiyama
ふるさと歴史研究会・新作紙芝居読み合せ　　　　　　　 （12 月 8 日・中央公民館）

2009 Kumiyama

人権街頭啓発事業（12 月 4 日・ジャスコ久御山店）

平成 21 年 11 月 10 日から 12 月 9 日までの受付分（敬称略）

　2つの絵には、７か所の違いがあります。絵をよく見て
違いを見つけてください。
　正解者の中から、抽選で20人に図書カードをお贈りし
ます。ふるってご応募ください。

【応募方法】ハガキに①答え（枠のアルファベットで）②住
所③氏名④年齢⑤広報紙に対するご意見などをご記入のう
え、〒613-8585久御山町役場広報行政課（住所記載不
要）へご応募ください。
【締め切り】1月８日㈮（必着）
　お1人1通に限ります。正解と当選者は広報くみやま2
月1日号で発表します。
　お楽しみに！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  

婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

佐　

山	

吉
田　
　

光	

吉
田
祐
美
子

　

林	

蒲
谷　

敏
志	

蒲
谷　

博
美

　

〃	

野
村　

昌
之	

野
村　

美
沙

下
津
屋	

藤
井　

京
介	

藤
井　

彩
夏

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

大
橋
辺	

中
野　

稟り

こ子　

正
貴
・
幹
子

　

〃	

松
本　

美み
さ
き咲　

早
登
士
・
あ
ゆ
美

北
川
顔	

中
村　

航こ
う
き基　

敬
治
・
沙
織

坊
之
池	

久
岡　

伊い
お
り織　

正
史
・
恵
美

佐　

山	

戸
倉　
　

穂
み
の
り　

伸　

・
敦
子

　

〃	

川
口　

蒼そ
う
た太　

弘
章
・
香
奈

　

〃	

西　
　

杏あ
ん
な菜　

高
史
・　

青

佐　

古	

西
村　

羽わ
か
な叶　

友
位
・
ゆ
か
り

　

林	

西
川　

陽は
る
き貴　

佳
明
・
理
沙

市　

田	

山
﨑　

優ゆ

い衣　

裕
介
・
佳
世

田　

井	

豊
田　

真ま
ひ
ろ大　

章
宏
・
美
幸

　

栄	

　

木　

麻ま

い衣　

裕
治
・
美
保

　

〃	

　

村　
　

峻
し
ゅ
ん　

健　

・
紀
子

まちがいさがしクイズ

Ａ

Ｄ

Ｇ

Ｂ

Ｅ

Ｈ

Ｃ

Ｆ

Ｉ

Ａ

Ｄ

Ｇ

Ｂ

Ｅ

Ｈ

Ｃ

Ｆ

Ｉ
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キ 
ャ

ン 
パ  

ス   

教
育
委
員
会
だ
よ
り

campus
No.10

　

有
形
、
無
形
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
財
は

先
人
が
現
在
に
生
き
る
私
た
ち
に
残
し
て
く

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
結
晶
で
す
。
私
た
ち
が

知
り
得
る
歴
史
と
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
財

か
ら
の
情
報
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

郷
土
の
文
化
財
を
未
来
へ
伝
え
て
い
く
こ

と
は
、
将
来
を
担
う
人
々
に
歴
史
を
伝
え
る

こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

本
町
に
は
、
歴
史
を
知
る
上
で
特
に
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る
指
定
文
化
財
が
存
在
し
ま

す
。（
国
指
定
の
重
要
文
化
財
２
件
、府
登
録

３
件
、
町
指
定
９
件
）

　

町
指
定
文
化
財
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
中
で
、
一
番
新
し
く
町
指
定
有
形
文
化

財
の
指
定
を
受
け
た
文
化
財
「
草そ

う
か
そ
う
ち
ょ
う

花
双
鳥

鏡き
ょ
う」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
年
代　
　

11
世
紀
後
葉
頃
（
平
安
時
代
）

　

・
所
有
者　

久
御
山
町

　

・
指
定
日　

平
成
20
年
９
月
１
日

　

こ
の
鏡
は
、
直
径
１
０
・
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
厚
さ
０
・
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
青
銅
製

で
、
鈕
（
ち
ゅ
う
：
写
真
中
央
の
突
起
）
を

中
心
に
、
翼
を
広
げ
た
２
羽
の
鳥
と
２
本
の

草
花
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
田
斉
当
坊
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
こ
の
銅

鏡
は
、
中
国
の
五
代
（
10
世
紀
）
か
ら
北
宋

（
10
～
12
世
紀
）に
か
け
て
み
ら
れ
る
銅
鏡
の

形
式
を
受
け
継
い
で
お
り
、
こ
の
鏡
の
出
土

に
よ
り
、
出
土
地
付
近
に
有
力
寺
社
の
政
所

や
在
地
領
主
の
館
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
、
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　

本
町
は
、昭
和
29
年
10
月
１
日
に
御
牧
村
と
佐
山
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し

た
が
、
私
た
ち
の
先
人
の
歩
み
は
、
久
御
山
町
誕
生
の
は
る
か
以
前
か
ら
あ
っ
た
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
の
巨
椋
池
の
南
岸
に
あ
た
る
こ
の
地
に
、
古
く
か
ら
人
々
の
営
み
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
佐
山
尼
垣
外
遺
跡
や
市
田
斉
当
坊
遺
跡
、
佐
山
遺
跡
な
ど
の
出
土
品
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
本
町
に
は
多
数
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
先
人
か
ら
大
切
に
継
承
さ
れ
て
き
た
有
形
・
無
形
文
化
財
を
は
じ
め

と
す
る
歴
史
文
化
遺
産
に
つ
い
て
、
調
査
、
研
究
、
収
集
す
る
と
と
も
に
適
切
な
保

存
を
図
り
、学
習
資
源
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
次
世
代
へ
確
実
に
伝
え
て
い
く
取
り

組
み
に
努
め
て
い
ま
す
。

町
の
歴
史
・
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
！

な
ぜ
文
化
財
保
護
は
必
要
な
の
か

本
町
の
指
定
文
化
財

銅
鏡　

草
花
双
鳥
鏡

木造聖観音菩薩坐像

木造薬師如来坐像

絹本著色阿弥陀三尊
来迎図

木造阿弥陀如来坐像

木造阿弥陀如来坐像

木造聖観音菩薩立像

絹本著色阿弥陀独尊
来迎図

青銅鋳造草花双鳥鏡

1 驅

1 驅

1 幅

1 驅

1 驅

1 驅

1 幅

1 面

平安

平安

室町

鎌倉

平安

平安

南北朝

平安

迎接寺
（下津屋）
満願寺

（林）
専念寺

（田井）
観音寺

（坊之池）

称名寺
（佐古）
浄安寺

（佐山）

満願寺
（林）
久御山町

（島田）

平成５年10月29日

平成５年10月29日

平成 ７ 年  2月28日

平成８年  2月29日

平成９年  3月18日

平成９年  3月18日

平成14年  3月27日

平成20年  9月  1日

名　称 員数 年代 所有者
（所在地） 指定年月日

雙栗神社のクスノキ 1 本
樹齢
400

500年

雙栗神社
（佐山）

平成８年  2月29日

名　称 員数 年代 所有者
（所在地） 指定年月日

〜

（町指定有形文化財一覧）

（町指定天然記念物）

▲草花双鳥鏡
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行政ニュース 

日
時
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
１
月
19
日
㈫
～
３
月

12
日
㈮　

①
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
…

火
曜
日　

②
は
じ
め
て
ヨ
ガ
…
水
曜
日

③
マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス
…
木
曜
日　

④

カ
ロ
リ
ー
バ
ー
ナ
ー
…
金
曜
日　

い
ず

れ
も
午
後
７
時
～
７
時
45
分

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

費
用
／
①
・
③
・
④
全
８
回　

３
，
０
０
０

円
（
１
回
参
加
５
０
０
円
）、
②
全
８
回

４
，
８
０
０
円
（
１
回
参
加
８
０
０
円
）

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
水
分
補
給
」で
す
。
健

康
管
理
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
正
し
い

水
分
補
給
の
仕
方
を
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
１
月
19
日
㈫　

午
後
４
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容
／
水
分
補
給
に
つ
い
て
の
管
理
栄
養
士

の
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
３
０
０
円

　

む
し
歯
予
防
だ
け
で
な
く
、
オ
ト
ナ
な
ら

で
は
の
お
口
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
対

す
る
ケ
ア
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

日
時
／
１
月
22
日
㈮　

午
後
４
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容
／
お
口
の
ケ
ア
に
関
し
て
歯
科
衛
生
士

の
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
３
０
０
円

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時　

 

休
館
日　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w

w
.kum

i-iki.com
/

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
へ
。

あいあいホール便り
子育て支援センター

○高齢者とのほのぼの交流会
　荒見苑女性部の人と乳幼児の親子との交流会です。
日時／１月 12 日㈫　午前 10 時～ 11 時
○親子クッキング
　親子でみたらしだんごを作りましょう。
日時／１月 19 日㈫　午前 10 時～ 11 時 30 分
費用／１人 100 円
申し込み／同ホールへ。
○お正月の遊びを楽しみましょう
　お正月の遊びをしてみませんか。こまや絵合わせ、
たこなどを作って一緒に楽しみましょう。
日時／１月 13 日㈬～ 16 日㈯
※時間の指定は、ありません。
○お誕生会
　毎月、その月に生まれた友だちを対象にお誕生会を
開いています。みんなで歌を歌ってお祝いします。
日時／１月 30 日㈯　午前 11 時 20 分からと午後３時

20 分からの２回
問い合わせは、いずれも同ホール

国
民
健
康
保
険
の
加
入
な
ど
の
手
続
き

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、
や
め
た

り
す
る
と
き
に
は
、
次
の
事
由
が
発
生
し
た

日
か
ら
14
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
日
、
職
場

の
健
康
保
険
を
や
め
た
日
（
退
職
の
翌

日
）、
出
生
し
た
日
、
生
活
保
護
を
受
け
な

く
な
っ
た
日

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
税

は
、
加
入
の
届
け
出
を
し
た
日
で
は
な
く
、
被

保
険
者
の
資
格
が
発
生
し
た
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、届
け
出
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
期
間
に

要
し
た
医
療
費
は
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。

○
国
保
を
や
め
る
と
き

　

他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
日
、
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
日
の
翌
日
、
死
亡

し
た
日
の
翌
日
、
生
活
保
護
を
受
け
は
じ

め
た
日

　

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に
、

や
め
る
届
け
出
を
せ
ず
に
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
受
診
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、国
保
が

負
担
し
た
医
療
費
は
全
額
返
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら

医
療
費
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
）

　

ま
た
、届
け
出
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に

保
険
税
（
料
）
を
二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

教
室
参
加
者
募
集

い
き
い
き
ホ
ー
ル

★
い
き
い
き
特
別
講
座

ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
も
り
も
り
」
栄
養
改
善
教
室

お
口
ケ
ア
教
室

▲はじめてヨガ

・
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vol.136

おれおれ詐欺の変化について

　おれおれ詐欺とは、「おれだよ、おれ。」と電話をか
け、電話に出た者がうっかり「○○ちゃん？」などと問
い直すと、「そう、○○。実は事故にあっちゃってお金
が必要になった。すぐにお金を振り込んで。」などと言
い、指定した銀行等の口座に現金を振り込ませる手口か
らその名前がついたものです。
　最初は、もっぱら息子か孫になりすまして電話をかけ
る手法でしたが、最近は「おれ」に代わって、警察官や
被害者の父、弁護士などと名乗る者が登場したり、話の
内容を変えたりしてくるものもあります。

【事例】「警察の者ですが、犯人を逮捕したのですが、あ
なた名義の通帳を持っておりましたので連絡しまし
た。口座を凍結するために通帳番号を確認させて欲し
い。」、「新しいカードと交換するので、担当者を行かせ
る。」などと、警察官を名乗る者からの電話があり、直
後に自宅を訪れた男に預金通帳とキャッシュカード
を渡してしまい、口座から現金が引き出されてしまっ
た。

◎被害に遭わないために
　事例のような被害に遭わないために、次のことに注意
しましょう。また、手口は日々変化していますので、更
なる注意が必要です。
・警察官が、電話で預金通帳などの個人情報を聞くこと

はありません。
・不審な電話がかかってきたら、１人で判断せず、家族

や周囲の人に相談し、また、居住地の警察署に連絡し
てください。

　トラブルに巻きこまれたら、１人で悩まず、京都府消
費生活安全センター☎ 075（671）0004、京都府山城
広域振興局商工観光室☎ 077
4（21）2103 または町産業課
へご相談ください。

◎
自
分
で
感
じ
る
サ
イ
ン

気
持
ち
の
サ
イ
ン
…
気
分
が
重
い
、沈
む
、元

気
が
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
眠
れ
な
い
、

自
分
を
責
め
る
、決
断
が
く
だ
せ
な
い
、集

中
力
が
な
い
、
好
き
な
こ
と
も
や
り
た
く

な
い
、
細
か
い
こ
と
が
気
に
な
る
、
大
事

な
こ
と
を
先
送
り
に
す
る
、
物
事
を
悪
い

ほ
う
へ
考
え
る
、
死
に
た
く
な
る
な
ど

身
体
の
サ
イ
ン
…
食
欲
が
な
い
、
身
体
が
だ

る
い
、
胃
の
不
快
感
、
の
ど
が
渇
く
、
便
秘

が
ち
、
疲
れ
や
す
い
、
頭
痛
、
動
悸
、
め

ま
い
な
ど

◎
周
り
の
人
が
わ
か
る
サ
イ
ン

　

以
前
よ
り
表
情
が
暗
い
、元
気
が
な
い
、仕

事
の
ミ
ス
が
増
え
る
、
効
率
が
下
が
る
、
遅

刻
、
早
退
、
欠
勤
が
増
え
る
、
反
応
が
遅
い
、

落
ち
着
き
が
な
い
、
外
出
し
な
く
な
る
、
身

体
の
不
調
の
訴
え
が
多
く
な
る
、
お
酒
の
量

が
増
え
る

43
　

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
弱
さ
や
怠
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
配
や
過
労
・
ス
ト
レ
ス
が

続
い
た
り
、
孤
立
や
孤
独
感
が
強
ま
る
と
、
う
つ
病
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

う
つ
病
は
、
心
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下
さ
せ
、
悪
化
す
る
と
自
殺
の
危
険

が
高
ま
り
ま
す
。
う
つ
病
に
か
か
っ
て
い
て
も
、多
く
の
人
が
医
療
機
関
を
受

診
し
て
い
ま
せ
ん
。
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
適
切
な
医
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

う
つ
病
は
、
十
分
な
休
息
と
適
切
な
治
療

に
よ
り
回
復
し
ま
す
。
周
り
の
方
も
休
養
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
お
互
い
あ
せ
ら
ず

に
、
ゆ
っ
く
り
回
復
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

う
つ
病
で
み
ら
れ
や
す
い
症
状

う
つ
病
が
疑
わ
れ
た
ら
、
十
分
な
休
息
と

適
切
な
医
療
を
受
け
ま
し
ょ
う



13
広報くみやま平成 22 年 1 月 1 日

図
書
館

図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
】

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
３

火
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

１
日
㈷
～
４
日
㈪
・
12
日
㈫
・
18
日
㈪
・

25
日
㈪
・
31
日
㈰
・
２
月
１
日
㈪

■材料（４～６人分）
132

淀大根と油揚げの煮物

133㌔カロリー / １人分

「くみやま食暦」作成検討会

淀大根･････････････････････････ 半個
昆布････････････････ 10㎝角１枚
だし汁･････････････････････１ℓ

（だしじゃこ 80ｇを 8 時間以上漬ける）
酒････････････････････････ 50㏄

油揚げ･････････････････････････ １枚
みりん････････････････････ 25㏄
砂糖･･･････････････････大さじ３
薄口しょう油･･････････････ 25㏄
濃口しょう油･･･････････大さじ２

作り方 

①　淀大根の皮をすじのところまでむく。
②　大根を扇形に８等分に切り、面取り

する。油揚げも食べやすい大きさに切
る。

③　大鍋にぬかや米のとぎ汁を入れ、水
から煮る。途中、あくをていねいに取
り除いていく。

④　淀大根がやや透き通った状態になっ

たら、鍋を火から下ろし、淀大根につ
いたぬかを水で洗い流す。

⑤　Ａ の調味料を入れた鍋に④と油揚
げを入れ、中火にかける。

⑥　沸騰してきたら弱火にし、コトコト
煮て出来上がりです。

※淀大根は煮物にすると柔らかく、煮く
ずれしにくい特徴を持っています。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
新
年
の
誓
い

　
　

︱
今
年
こ
そ
始
め
よ
う
・
続
け
よ
う
︱
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、「
新
年
の
誓
い　

︱
今
年
こ
そ
始
め
よ
う
・
続
け
よ
う
︱
」

を
テ
ー
マ
に
、
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
、

今
年
の
目
標
を
掲
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

オ
ス
ス
メ
本

「「
今
度
こ
そ
絶
対
！
」
続
け
る
コ
ツ
」志賀

内
泰
弘
著

　

資
格
試
験
や
英
語
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
中
心
と

し
た
「
続
け
る
コ
ツ
」
を
紹
介
。
誰
し
も
「
始
め
る
」
こ
と
は
で
き

る
が
、「
続
け
る
」
こ
と
は
難
し
い
…
。「
３
日
坊
主
」
な
自
分
か
ら

卒
業
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
！

「
脳
が
若
返
る
歩
く
習
慣
」

米
山
公
啓
著

　

歩
く
こ
と
は
、
脳
に
も
、
か
ら
だ
に
も
、
心
に
も
効
き
目
抜
群
で
す
。

楽
し
く
歩
く
た
め
の
方
法
、
さ
ら
に
、
脳
の
専
門
家
の
立
場
か
ら
、
い

つ
ま
で
も
脳
を
若
々
し
く
保
つ
た
め
の
歩
き
方
な
ど
を
紹
介
。

「
子
育
て
主
婦
の
英
語
勉
強
法
」

青
山
静
子
著

　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
主
婦
が
一
念
発
起
。
近
所

の
主
婦
仲
間
と
共
に
英
語
勉
強
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
以
来
、
資
格

を
取
得
し
、
通
訳
、
翻
訳
家
と
し
て
大
活
躍
。
そ
ん
な
著
者
が
教
え

る
〝
プ
ロ
級
の
英
語
力
〟
を
身
に
付
け
る
方
法
。

新
着
図
書
の
紹
介

★
ひ
ま
わ
り
事
件

（
荻
原
浩
著
）

　

隣
接
す
る
老
人
ホ
ー
ム
と
幼
稚
園
。

園
児
と
老
人
の
不
思
議
な
交
流
、
や
が

て
起
こ
る
事
件
と
は
…
。

★
犬
は
い
つ
も
足
元
に
い
て

（
大
森
兄
弟
著
）

　

中
学
生
の
僕
と
犬
が
茂
み
の
奥
で
見

つ
け
た
“
肉
”
の
正
体
と
は
？
兄
と
弟

に
よ
る
共
作
。

★
す
み
鬼
に
げ
た

（
岩
城
範
枝
作
）

　

お
堂
の
す
み
の
軒
下
の
あ
た
り
で
、

一
体
誰
が
泣
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
大

工
見
習
い
の
少
年
ヤ
ス
が
登
っ
て
い
く

と
、
な
ん
と
小
さ
な
鬼
が
い
た
！

★
と
っ
て
お
き
の
詩（村

上
し
い
こ
作
）

　

冬
休
み
に
出
さ
れ
た
詩
の
宿
題
、
今

日
ひ
と
つ
で
き
た
け
ど
、
え
え
こ
と
な

い
言
わ
れ
て
ボ
ツ
や
。
ぼ
く
は
け
っ
こ

う
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
け
ど
…
。

お
は
な
し
会

　

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居

を
読
み
聞
か
せ
る
お
は
な
し
会
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

日
時
／
１
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
お
話
し
室

A
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2010
January 1

　

小
・
中
学
校
新
規
講
師
登
録
者

　

京
都
府
山
城
教
育
局
で
は
、
管
内
の
小
・

中
学
校
で
新
た
に
講
師
を
希
望
さ
れ
る
人
の

講
師
登
録
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
／
同
局
学
務
課
☎
０
７

　
　

７
４
（
６
２
）
０
２
７
４
ま
た
は
町
学

校
教
育
課
に
備
え
付
け
の
講
師
登
録
用

紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同

局
へ
。
郵
送
可

※
登
録
用
紙
は
、
同
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

　

tp://kyoto-be.convi.ne.jp/yam
as

　

iro-k/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

　

ご
協
力
を

　

平
成
22
年
２
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に

役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、

全
国
の
農
林
業
を
営
む
す
べ
て
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
お
こ
な
わ
れ
る
「
農
林
業
の
国
勢
調

査
」
と
も
い
う
べ
き
、
き
わ
め
て
大
切
な
調

査
で
す
。

　

１
月
下
旬
か
ら
調
査
員
証
を
携
行
し
た
調

査
員
が
お
伺
い
し
て
、
調
査
票
を
配
布
・
回

収
す
る
方
法
で
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
以
外
の
目
的
に

は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課

　

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

経
済
産
業
省
で
は
、「
平
成
21
年
工
業
統
計

調
査
」
を
平
成
21
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
る
国
の

基
幹
統
計
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、

大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等

学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
か
ら
調
査
員
証
を
携
行
し
た
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
以
外
の
目
的
に

は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課

　

償
却
資
産
申
告
書
・
給
与
支
払

　

報
告
書
は
２
月
１
日
㈪
ま
で
に

　

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
法
人
や
個
人

で
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
平

成
22
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
２
月

１
日
㈪
ま
で
に
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
中
に
給
料
や
賃
金
な
ど

の
給
与
を
支
払
っ
た
事
業
主
は
、
金
額
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
給
与
支
払
報
告
書
を
受
給

者
の
住
所
地
（
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
）

の
市
区
町
村
へ
２
月
１
日
㈪
ま
で
に
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　

ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を

　

祝
い
励
ま
す
会

　

町
で
は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
共
催

で
、
ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を
祝
い
励

ま
す
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
中
旬
（
参
加
希
望
者
に
は
、
あ

ら
た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
）

対
象
／
町
内
在
住
で
本
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
父
子
・
母
子
家
庭
の
児
童

内
容
／
町
長
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

か
ら
お
祝
い
と
励
ま
し
の
言
葉
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
２
月
10
日
㈬
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可

　

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

　

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、｢

自
分
の
か

ら
だ
を
今
一
度
見
直
し
、
問
題
点
を
見
出
し
、

日
常
生
活
の
な
か
で
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、

自
分
自
身
の
健
康
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
る

人｣

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

久
御
山
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

「
久
味
の
会
」
で
は
、「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
２
月
１
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
２

時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
町
内
在
住
の
人

内
容
／
調
理
実
習
、
講
話
、
簡
単
健
康
チ
ェ

　
　

ッ
ク
、
軽
体
操
な
ど

費
用
／
３
０
０
円
（
食
材
料
費
お
よ
び
テ
キ

ス
ト
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
４
日
㈪
か

ら
22
日
㈮
ま
で
の
間
に
、
長
寿
健
康

課
へ
。
電
話
可

　

荒
見
苑
の
大
広
間
床
な
ど
を
改
修

　

荒
見
苑
で
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
２

階
大
広
間
の
床
改
修
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
段
差
解
消
）
化
を
図
る
た

め
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
工
事
期
間
中
、
大
広
間
な
ど

苑
内
の
一
部
の
使
用
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
工
期
中
に
入
苑
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

は
、
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
定
工
期
／
１
月
15
日
㈮
～
２
月
５
日
㈮

問
い
合
わ
せ
／
荒
見
苑

21
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歳
の
み
な
さ
ん
へ

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
は
、
学
生
、
会
社
員
、
自
営
業
、
無
職
を

問
わ
ず
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
に
生
涯
受
け
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
事
故
や
病
気
で
身
体
に
障
害

が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
受
け
ら
れ
、
万
一

の
と
き
に
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
日
前
に
京
都
南
年
金
事
務
所

か
ら
加
入
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、
必
要
な

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
京
都
南
年
金
事
務
所
☎
０
７

　
　

５
（
６
４
４
）
１
１
６
５
ま
た
は
町
住

民
課

　

老
人
医
療
制
度

　

65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、
医

療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
軽
減
さ
れ
る
老
人

医
療
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
（
国
民
健
康

保
険
、
社
会
保
険
な
ど
）
に
加
え
て
ご
利
用

い
た
だ
く
も
の
で
、
該
当
す
る
人
は
、
医
療

機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
が
１
割
（
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
人
は
３
割
）
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
制
度
に
は
所
得
や
扶
養
人

数
に
よ
る
制
限
が
あ
る
た
め
、
申
請
い
た
だ

い
て
も
非
該
当
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

　

納
め
忘
れ
の
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
支
払
い
方

法
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

と
納
付
書
・
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
（
普

通
徴
収
）
の
方
法
が
あ
り
、
個
人
に
よ
っ
て

支
払
い
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
払
い
方
法
も
毎
年
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
た
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

な
い
か
、
今
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

設
置
費
補
助
金
制
度

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
個
人
お
よ
び
中
小

企
業
者
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
町
内
に
所
在
す
る
住
宅
ま
た
は
事
業

所
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

国
の
補
助
制
度
（
住
宅
用
太
陽
光
発
電

導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
ま
た
は
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
事
業
者
支
援
対
策
費

補
助
金
）
の
交
付
額
確
定
を
受
け
た
個

人
お
よ
び
中
小
企
業
者

補
助
金
額
／
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
出
力

１
㌗
当
た
り
５
万
円
（
上
限
…
個
人

25
万
円
、
中
小
企
業
者
50
万
円
）

申
請
期
限
／
国
の
補
助
制
度
の
交
付
額
確
定

通
知
日
か
ら
１
年
以
内

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

犬
の
ふ
ん
害
防
止

　

町
で
は
、
犬
の
ふ
ん
害
防
止
の
た
め
、
犬

の
ふ
ん
害
防
止
要
綱
を
制
定
し
、
ふ
ん
の
多

い
重
点
地
域
に
周
知
看
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
、
犬
の
ふ
ん
害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
犬
の
散
歩
の
多
い

時
間
帯
に
町
内
を
巡
回
し
、
散
歩
中
に
ふ
ん

袋
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
、
啓
発
ビ
ラ
と
ふ

ん
袋
を
配
っ
て
犬
の
ふ
ん
害
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ふ
ん
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

飼
い
主
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
向
上
で
、
犬

の
ふ
ん
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬

な
ど
は
、
次
の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）　

午
後
２
時
40
分
～

３
時
、
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週
月
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
前
９
時
～
正

午

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

古
紙
・
古
布
は
資
源
で
す
！

　

分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を

　

不
要
に
な
っ
た
新
聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ

ー
ル
・
古
布
は
、
分
別
し
て
地
域
の
集
団
回

収
や
古
紙
回
収
業
者
な
ど
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
非
営
利
の
団
体
が
お
こ
な
う
古

紙
な
ど
の
集
団
回
収
に
対
し
て
、
１
㌔
当
た

り
８
円
を
補
助
金
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
集
団
回
収
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い

な
ど
の
状
況
が
あ
れ
ば
、
集
団
回
収
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
団
体
の
活
動
資
金
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
へ
。

　

農
地
を
相
続
す
る
と
き
は
届
出
を

　

農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
12
月

15
日
以
降
に
相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
さ
れ

た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
課

内
）
に
届
け
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
相
続
の
日
か
ら
、
10
か
月
以
内
に
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
産
業
課

　

バ
ス
カ
ー
ド
等
購
入

　

高
齢
者
助
成
金
制
度

　

町
で
は
、
公
共
交
通
バ
ス
利
用
の
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
と
老

後
の
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
、
バ
ス
カ

ー
ド
等
購
入
高
齢
者
助
成
金
制
度
を
創
設
し
、

昨
年
の
５
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
70
歳
以
上
の

住
民
の
人
を
対
象
に
、
２
，
５
０
０
円
を
限

度
と
し
て
、
バ
ス
カ
ー
ド
等
の
購
入
代
金
の

半
額
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
期
限
／
３
月
31
日
㈬
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
へ
。

　

保
育
所
入
所
申
し
込
み

　

町
立
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み
を
、
次
の

日
程
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
現
在
配
布
中
の
「
22
年
度
保
育

所
入
所
の
手
引
き
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
１
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

手
引
き
配
布
場
所
／
各
保
育
所
・
幼
稚
園
、あ

い
あ
い
ホ
ー
ル
、
学
校
教
育
課

受
付
・
問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
へ
。

20
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平
成　

年
度

　

就
学
援
助
申
請
手
続
き

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
・

生
徒
の
就
学
を
援
助
す
る
た
め
に
学
用
品

費
・
校
外
活
動
費
・
修
学
旅
行
費
・
給
食
費
・

医
療
費
（
う
歯
・
結
膜
炎
・
中
耳
炎
な
ど
の

疾
病
で
、
学
校
で
治
療
の
指
示
を
受
け
た
場

合
に
限
る
）
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
／
２
月
15
日
㈪
ま
で
に
、
各
小
・
中

学
校
に
あ
る
受
給
申
請
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
各
学
校
へ
。
た
だ

し
、
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
も
、
所
得

な
ど
の
状
況
で
認
定
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。（
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ご

家
庭
の
収
入
額
な
ど
を
審
査
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

※
現
在
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
人
も
改

め
て
申
請
が
必
要
で
す
。
継
続
の
申
請
書

は
、
各
学
校
で
配
布
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
つ
い
て
は
、
生
活

保
護
制
度
の
教
育
扶
助
に
該
当
し
な
い
修

学
旅
行
費
と
医
療
費
を
支
給
し
ま
す
。
申

請
書
は
、
学
校
を
通
じ
て
４
月
以
降
に
配

布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課

　

成
人
式

　

町
で
は
、
20
歳
を
迎
え
る
新
成
人
の
皆
さ

ん
を
お
祝
い
す
る
成
人
式
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
式
典
に
は
、
ご
家
族
な
ど
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時
／
１
月
11
日
㈷　

受
付
…
午
前
10
時
30

分
か
ら
、
式
典
…
午
前
11
時
か
ら　

交

歓
会
…
午
後
０
時
30
分
か
ら

場
所
／
中
央
公
民
館

対
象
／
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

※
対
象
者
に
は
、
11
月
下
旬
に
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
人
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

青
少
年
の
主
張
発
表
会

　

町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
第
29

回
青
少
年
の
主
張
発
表
会
を
開
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
次
の
小
・
中
・
高
校
生
12
人
の

児
童
・
生
徒
が
、
体
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

　

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
16
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
正

午

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

お
も
ち
ゃ
病
院

　

子
ど
も
た
ち
に
、
も
の
を
大
切
に
す
る
心

や
科
学
す
る
心
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
お
も
ち
ゃ
病
院
」
に

よ
る
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
１
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
正

午

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
／
お
も
ち
ゃ
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

修
理
は
原
則
無
料
で
す
が
、
電
池
代
な

ど
実
費
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当

日
、
時
間
内
に
修
理
で
き
な
い
場
合
、

お
預
か
り
し
て
後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
４
日
㈪
か

ら
、
同
協
議
会
へ
。
当
日
持
参
可

　

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
お
こ
な
い

ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
18
日
㈪　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
／
子
ど
も
「
手
が
た
」
と
ハ
ン
コ
の
壁

掛
け
作
り
、
お
イ
モ
の
お
や
つ
付
き
で

す
。

定
員
／
20
組

費
用
／
１
組
１
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
４
日
㈪
か

ら
13
日
㈬
ま
で
の
間
に
、
同
協
議
会
へ
。

対象／府内在住・在勤の人
申し込み・問い合わせ／開講日の１か月前から、府立城南勤
　　労者福祉会館☎ 0774（46）0688 へ。電話不可

対象／府内在住・在勤の人
申し込み・問い合わせ／①１月５日㈫　②１月６日㈬から、
　　城南地域職業訓練センター☎ 0774（46）0688、0780
　　へ。電話不可
※受講料の「中小」とは、中小企業にお勤めの場合の受講料
　です。

	 №	 学校名	 学年	 氏　名
	 １	 御牧小	 ６年	 野口　重匡
	 ２	 佐山小	 ６年	 酒匂　晴菜
	 ３	 東角小	 ６年	 白數　研次
	 ４	 御牧小	 ６年	 川下　実範
	 ５	 佐山小	 ６年	 樋口　慎也
	 ６	 東角小	 ６年	 岡松　美瞳
	 ７	 久御山中	 １年	 直江　　航
	 ８	 久御山中	 ２年	 村田　来美
	 ９	 久御山中	 ３年	 舘　　佳奈
	 １０	 久御山高	 １年	 二上　浩一
	 １１	 久御山高	 ２年	 西谷　貴樹
	 １２	 久御山高	 ３年	 森岡　亮太

▼第 29 回青少年の主張発表者（敬称略）

	 講座名	 期間	 曜日	 時間	 回数	 定員	 受講料など（円）

◎府立城南勤労者福祉会館教室案内

親子体操教室

岩上力先生講演会
「冠婚葬祭の心得」

レッツ・クック
教室

2 月 9 日〜
3 月 9 日

2 月 16 日

2 月 25 日

毎週
火

火

木

午前10時〜
11時30分

午後1時30分〜
３時

午後1時30分〜
４時30分

5

1

1

25組

100人

24人

１,800

無料

1,800

	 講座名	 期間	 曜日	 時間	 回数	 定員	 受講料など（円）

◎城南地域職業訓練センター講座案内

①エクセル
　2007 初級

②ワード
　2007 中級

2 月 1 日〜
2 月 22 日

2 月 6 日〜
3 月 20 日

毎週
月・木

毎週
土

午後6時30分〜
９時

午前9時30分〜
正午

6

7

20人

20人

中小　12,000

一般　15,000

中小　14,000

一般　17,500

22
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１
１
０
番
の
日

　

１
月
10
日
は
、
１
１
０
番
の
日
で
す
。

　

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
に
、
警
察
へ
緊
急
通
報
す
る
た
め

の
専
用
電
話
で
す
。
電
話
に
出
た
警
察
官
の

質
問
に
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
、
正
し
く

答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
う

に
、
そ
の
場
所
の
住
所
や
付
近
の
目
標
と
な

る
建
物
な
ど
を
正
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
で
の
１
１
０
番
は
、
移
動
し
て

い
る
と
通
話
が
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は
、
法

令
違
反
と
な
り
ま
す
。
必
ず
、
安
全
な
場
所

に
停
止
し
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、急
を
要
し
な
い
相
談
や
照
会
は
、最

寄
り
の
警
察
署
や
交
番
、
ま
た
は
短
縮
ダ
イ

ヤ
ル
＃
９
１
１
０
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

耳
や
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
の
１
１
０

番
は
、「
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番
」　 

０
７
５
（
４

１
５
）
３
１
０
０
、「
メ
ー
ル
１
１
０
番
」　　

http://kyoto110.jp

で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
警
察
署

　

京
都
府
最
低
賃
金
の
改
正

　

平
成
21
年
10
月
17
日
か
ら
京
都
府
最
低
賃

金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）
は
、
１
時
間
当
た

り
12
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
７
２
９
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
の
業
種
に
適
用
さ
れ
る
一
部

の
産
業
別
最
低
賃
金
も
12
月
19
日
か
ら
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
／
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
☎
０
７
５
（
２
４
１
）
３
２
１
５

　

所
得
税
の
還
付
申
告

　

平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は
、

２
月
16
日
㈫
か
ら
３
月
15
日
㈪
ま
で
で
す
が
、

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
、
２
月
15
日

㈪
以
前
で
も
宇
治
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
確

定
申
告
の
期
間
を
避
け
、
少
し
で
も
早
く
還

付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
早
め
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
税
務
署
☎
０
７
７
４

（
４
４
）
４
１
４
１

　

歩
こ
う
会
例
会

　

八
幡
市
の
文
化
財
・
史
跡
を
巡
る
コ
ー
ス

で
す
。

日
時
／
１
月
24
日
㈰　

午
前
９
時

集
合
場
所
／
中
央
公
民
館

行
き
先
／
岩
清
水
八
幡
宮
（
８
・
５
㌖
）

費
用
／
拝
観
料
・
交
通
費
は
個
人
負
担

そ
の
他
／
弁
当
・
飲
み
物
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
同
会
の
信
貴
さ
ん
宅
☎
０
７

　
　

７
４
（
４
１
）
７
０
７
９

※
当
日
の
朝
、
午
前
中
の
降
水
確
率
が
40
㌫

以
上
の
場
合
は
、
１
月
30
日
㈯
に
延
期
し

ま
す
。

︿
申
し
込
み
と
費
用
﹀

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
必
ず
参
加
者
本
人
か
そ
の

保
護
者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
１
月
10
日
㈰
ま
で
に
、
ゆ
う
ホ

ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
、
無
料
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室 

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門

日
時
／
１
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
23
日
㈯
・

24
日
㈰
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
み
、
活
用
す
る
方
法
を

学
び
ま
す
。

定
員
／
10
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）

　

童
謡
を
楽
し
む
会 

日
時
／
１
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
各
60
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

　

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室 

日
時
／
１
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４

時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

　

漢
字
出
直
し
塾 

日
時
／
１
月
８
日
㈮
・
22
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
各
30
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

　

週
末
の
星
空
観
察
会 

日
時
／
１
月
16
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
～
８

時
30
分
、
23
日
㈯　

午
後
８
時
～
９
時

（
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前

ま
で
）

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま

す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
）

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
１
月
５
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
２

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、

　
　
　
　

そ
の
翌
日
）
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親
子
天
体
教
室 

日
時
／
１
月
16
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
～
７

時
30
分

対
象
／
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
冬
の
星
座
の
見
つ
け
方
と
望
遠
鏡
の

操
作
を
学
習
し
ま
す
。（
雨
天
・
曇
り

の
場
合
は
中
止
）

　

漢
字
の
達
人
教
室 

日
時
／
１
月
９
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

小
学
生
工
作
教
室 

日
時
／
１
月
23
日
㈯　

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時
、
１
月
24
日
㈰　

③
午
前
９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～

５
時

※
時
間
は
、
①
～
④
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
（
親
子
で
の
参

加
も
可
）

内
容
／
よ
く
あ
が
る
凧た

こ
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
10
組

費
用
／
２
０
０
円

　

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室 

日
時
／
１
月
10
日
㈰　

午
後
２
時
～
４
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。

た
だ
し
、
小
学
１
～
３
年
生
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
／
「
物
を
は
か
る
科
学
」
の
実
験
を
お

こ
な
い
ま
す
。

定
員
／
10
組

　

琵
琶
湖
野
鳥
観
察
会 

日
時
／
１
月
17
日
㈰　

午
前
８
時
50
分
～
午

後
５
時

対
象
／
町
内
在
住
の
人

内
容
／
バ
ス
で
湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
、

琵
琶
湖
に
飛
来
す
る
水
鳥
を
観
察
し
ま

す
。

定
員
／
30
人

費
用
／
小
・
中
学
生　

５
０
０
円
、
大
人　

７
０
０
円

　

た
の
し
い
折
り
紙
教
室 

日
時
／
１
月
30
日
㈯　

午
後
２
時
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
３
歳
以
上
の
幼
児
、
小

学
生
と
保
護
者

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

定
員
／
20
組

　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室 

日
時
／
１
月
30
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

久
御
山
た
ん
け
ん
隊 

日
時
／
１
月
16
日
㈯　

午
前
８
時
45
分
～
午

後
０
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

内
容
／
久
御
山
の
自
然
や
産
業
・
文
化
な
ど

を
探
る
教
室
で
す
。

※
自
転
車
で
移
動
し
ま
す
。

定
員
／
15
人

　

小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会 

日
時
／
１
月
11
日
㈷　

将
棋
の
部
…
午
前
９

時
30
分
～
正
午
、
オ
セ
ロ
の
部
…
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
将
棋
・
オ
セ
ロ
の
大
会
で
す
。

定
員
／
各
24
人

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

使
用
講
習
会
＆
相
談
日 

日
時
／
１
月
８
日
㈮
・
12
日
㈫
・
18
日
㈪
・

28
日
㈭　

午
後
７
時
～
７
時
40
分
、
１

月
10
日
㈰
・
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
24
日

㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

　

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時
／
①
１
月
９
日
㈯
・
②
23
日
㈯　

い
ず

　
　

れ
も
午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

【
種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　
　

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

　
　

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
な
ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体
の

　

登
録
受
け
付
け 

　

平
成
22
年
度
の
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用

団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
施
設
／
総
合
体
育
館
、
中
央
公
園
（
野

球
場
・
庭
球
場
）、
木
津
川
河
川
敷
運

動
広
場（
野
球
場
・
球
技
場
）、町
民
プ
ー

ル
前
庭
球
場

資
格
／
町
内
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
さ
れ
る

10
人
（
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
６

人
）
以
上
の
団
体
で
、
継
続
し
て
ス
ポ

　
　

ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
団
体

申
し
込
み
／
１
月
４
日
㈪
か
ら
31
日
㈰
ま
で

の
間
に
、
総
合
体
育
館
へ
。

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
１
月
４
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
４
）
３
７
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
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冬
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室 

日
時
／
１
月
21
日
か
ら
３
月
18
日
（
２
月
11

日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
【
８

回
コ
ー
ス
】　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

45
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
松
本
邦
子
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

冬
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
（
午
前
の
部
）

日
時
／
１
月
22
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
木
場
敦
子
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
（
後
期
）

日
時
／
１
月
30
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
年
長
～
小
学
３

年
生

講
師
／
新
井
美
津
子
さ
ん

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
８
０
０
円

　

太
極
拳
教
室

日
時
／
２
月
５
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
【
６
回
コ
ー
ス
】　

午
後
１

時
30
分
～
３
時

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
志
賀
明
美
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

小
学
生
卓
球
教
室

日
時
／
２
月
６
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
【
６
回
コ
ー
ス
】　

午
後
１

時
30
分
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

講
師
／
町
卓
球
協
会
の
会
員

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
６
０
０
円

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

日
時
／
２
月
20
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
後
１

時
30
分
～
３
時

対
象
／
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）

講
師
／
町
卓
球
協
会
の
会
員

定
員
／
先
着
16
人

費
用
／
１
，
５
０
０
円

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
教
室

日
時
／
１
月
26
日
㈫　

午
後
７
時
～
９
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

講
師
／
マ
ダ
ム
ド
レ
ッ
セ　

松
尾
伊
左
雄
さ

ん

定
員
／
15
人

費
用
／
１
，
６
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

　

子
ど
も
国
際
交
流
教
室

日
時
／
２
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生（
３
年
生
以
上
）

内
容
／
料
理
・
会
話
な
ど
を
通
じ
て
国
際
交

　
　

流
を
は
か
り
ま
す
。

講
師
／
町
Ａ
Ｅ
Ｔ　

ソ
ン
ヤ
・
ブ
ラ
ン
ド
フ

　
　

ォ
ー
ド
さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

　
　

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

　

季
節
の
お
菓
子
教
室

日
時
／
１
月
22
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
季
節
の
食
材
を
使
っ
て
家
庭
で
出
来

る
お
菓
子
作
り
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
藤
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
16
人

費
用
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

※
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催

　

中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

１
月
19
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

１
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

１
月
14
日
㈭
・
28
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

１
月
14
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

１
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
１
月
５
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
１
０
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
16
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

16 ,950 人　
8 ,434 人　
8 ,516 人　
6 ,805 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

16 人　
12 人　
50 人　
70 人　

〈12 月 1 日現在〉 

〈11 月中の動き〉 
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保健予防のコーナー 

御牧保育所  ☎・　075（631）2475

町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5382

会  計  課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

水  道  課  ☎631-9987/45-3919
　 suidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 syakai@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283

いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199

荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

宇治警察署  ☎0774（21）0110

山城広域振興局 宇治総合庁舎
☎0774（21）2101　 0774（21）2106

山城北保健所
☎0774（21）2191　 0774（21）6215

10 か月児健診（12 月14日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母

子健康手帳をご持参ください。

母 子 保 健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど  日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 20 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センター（※ 1 はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持
参ください。 問い合わせ／長寿健康課 

1 歳 8 か月児健診 15 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成20年4月生まれ

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 19 日㈫ 午後1時40分～1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

1 0 か 月 児 健 診 18 日㈪ 午後1時20分～1時50分 医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導

平成21年2月生まれ

3 ～ 4 か 月 児 健 診 19 日㈫ 午後1時20分～2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成21年9月生まれ

2 歳 6 か月児歯科健診 20 日㈬ 午後1時20分～1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成19年6月生まれ

乳 幼 児 相 談 21 日㈭ 午前9時30分～10時30分 ことば・しつけ・栄養などの
相談

乳　幼　児

3 歳 児 健 診 22 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成18年6月生まれ

離 乳 食 教 室 27 日㈬ 午前10時～10時15分 離乳食の指導、作り方の実習
と試食（初期・中期・後期）

3～10か月児の保護者

※ 1

※ 2

※ 2・3 は前々日までに予約が必要です。

パパ＆ママ教室（第 1 回） 28 日㈭ 午後1時～1時15分 妊娠中の過ごし方、プレママ
体操、交流会

妊 婦 と 夫
※ 3
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環境保全のコーナー 

1 月のごみ・し尿収集日 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総  務  課  ☎631-9991/45-3922
　 soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

住  民  課  ☎631-9904/45-3905
　 jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 tokei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

産  業  課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

税  務  課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

※1日㈷から3日㈰までの間は、ごみの収集はおこないません。

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下
津屋・下津屋サンハイツ・島
田・東島田・森・坊之池・野村・
村東 

久御山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・ハイツ西宇治・清水・
林・西武西林・ミサワ林・大橋
辺・北川顔・藤和田・近協パレ
ス・中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・清水・林・西武西
林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ
ンハイツ・下津屋団地・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中島・
西一口・東一口・相島 

東佐山団地・久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号
以東）・森（国道１号以東）・森村東（国道
1 号以東）・野村・野村村東・佐山・新開地・
佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津
屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道 1 号以西）・西一口・中島・相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

燃やすごみ 

月・木 

火・水・金 

火・金 

燃やさないごみ 

月

火 

水 

木 

金 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
13 日（第 2 水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

6 日
（第 1 水曜日）

20 日
（第 3 水曜日）

13 日
（第 2 水曜日）

27 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

14 日㈭
2 月 3 日㈬

15 日㈮
2 月 4 日㈭

19 日㈫

16 日㈯
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は
じ
め
に
（
流
域
の
概
略
）

　

城
陽
市
南
東
部
の
長
池
付
近
を
源
と

す
る
一
級
河
川
古
川
は
、
同
市
寺
田
樋

尻
を
西
に
流
れ
、
国
道
二
四
号
の
暗
渠

を
経
て
上
津
屋
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
直
角

に
流
れ
を
変
え
て
北
上
す
る
。
全
長

十
二・一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、川
幅
は
護
岸

堤
防
を
含
め
て
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
久

御
山
町
佐
山
と
宇
治
市
大
久
保
の
間
以

北
は
、
人
工
の
運
河
を
思
わ
せ
る
景
観

を
示
し
、
直
線
的
に
市
田
観
世
に
至
る
。

　

こ
の
付
近
は
昭
和
八
年
、
巨
椋
池
干

拓
事
業
の
起
工
前
ま
で
、
古
川
が
巨
椋

池
に
流
入
し
て
い
た
。
干
拓
工
事
に
伴

っ
て
古
川
は
切
り
離
さ
れ
、
流
れ
を
北

西
に
迂
回
さ
せ
て
、
東
一
口
地
点
の
排

水
路
（
御
牧
運
河
）
に
連
結
さ
せ
た
。

　

こ
の
巨
椋
池
干
拓
工
事
は
、
単
に
七

〇
〇
町
歩
の
巨
椋
池
を
干
拓
し
て
農
地

を
造
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
沿
岸
一
六

七
〇
町
歩
の
既
耕
地
を
改
良
す
る
事
業

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
既
耕
地
の
改

良
地
域
は
、
古
川
沿
岸
に
広
が
る
農
地

を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古
川

の
改
修
は
京
都
府
の
施
工
で
昭
和
十
一

年
三
月
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
古
川

改
修
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
詳
述
す
る

と
し
て
、今
回
は
古
川
が
『
日
本
書
記
』

に
記
さ
れ
て
い
る
「
栗

く
り
く
ま
の
お
お
う
な
で

隈
大
溝
」
と
す

る
説
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

　
『
日
本
書
紀
』
は
、
元
正
天
皇
養
老

四
年
（
七
二
〇
）
に
三
〇
巻
が
撰
上
さ

れ
、
そ
の
記
述
の
仁
徳
天
皇
十
二
年
十

月
の
条
に
「
大
溝
を
山
背
栗
隈
県
に
掘

り
て
田
に
潤
く
、
是
を
以
て
其
の
百
姓

毎と
し
ご
と年
豊
之
」
と
あ
り
、大
溝
を
栗
隈
県

に
掘
っ
た
の
で
、
収
穫
が
豊
か
に
な
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
に
記
す

栗
隈
県
と
は
、『
和

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

名
類
聚
抄
』
に
記

さ
れ
る
久
世
郡
栗
隈
郷
に
継
承
さ
れ
た

名
称
で
、
現
在
の
宇
治
市
大
久
保
付
近

に
推
定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
栗
隈
の
名

称
は
奈
良
電
気
鉄
道（
現
近
鉄
京
都
線
）

の
大
久
保
駅
前
に
「
栗
隈
館
」
と
い
う

演
劇
場
が
戦
前
か
ら
あ
っ
て
、
土
地
の

人
か
ら
、「
こ
の
周
辺
が
昔
の
栗
隈
郷
だ

か
ら
館
名
に
し
た
ん
で
す
よ
」
と
、
教

え
ら
れ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
古
川
が
栗
隈
大
溝
と
す
る

説
は
、
古
川
が
久
世
郡
の
沖
積
平
野
を

ほ
と
ん
ど
直
線
的
に
北
へ
縦
断
し
、
い

か
に
も
人
工
の
運
河
を
思
わ
せ
る
。
そ

の
流
路
が
宇
治
市
大
久
保
と
久
御
山
町

佐
山
の
間
に
あ
っ
て
は
、
久
世
郡
条
里

の
六
条
と
七
条
の
境
界
線
に
一
致
し
て

い
る
こ
と
、ま
た
木
津
川
の
本
流
が
、古

川
へ
の
分
水
点
付
近
で
不
自
然
に
曲
流

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
古
川
の
両
岸

一
帯
に
は
、
自
然
堤
防
と
考
え
ら
れ
る

島
畑
が
多
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
の
諸

点
か
ら
古
川
を
木
津
川
の
旧
流
路
の
一

つ
と
み
な
し
、
条
里
の
施
行
直
前
ま
た

は
同
時
に
、
木
津
川
の
旧
流
路
を
整
備

し
て
、
人
工
的
直
線
流
路
に
改
修
し
た

の
が
栗
隈
大
溝
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
栗
隈
大
溝
の
所
在
に
つ
い
て
は
、

前
述
し
た
古
川
説
の
ほ
か
に
も
、
長
池

説
、
水み

ず
し主

の
水
路
説
、
さ
ら
に
名
木
川

説
の
諸
説
が
あ
る
が
、
古
川
を
栗
隈
大

溝
に
あ
て
る
説
が
最
も
有
力
と
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
古
川
が
久
世
郡
条
里

の
六
条
と
七
条
の
境
界
線
に
一
致
し
て

い
る
と
先
に
述
べ
た
が
、
古
川
左
岸
が

七
条
に
あ
た
り
、
佐
山
南
東
部
一
円
の

田
畑
に
上
ノ
坪
の
地
名
と
七
ノ
坪
、
八

ノ
坪
、
十
六
の
呼
び
名
が
残
る
。
さ
ら

に
、
広
大
な
土
地
は
方
一
町
角
の
大
き

さ
に
農
道
・
用
水
で
区
割
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
地
が
大
化
改
新
（
六

四
五
年
）に
よ
る
班
田
収
受
の
条
里
地
割

の
遺
構
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

条
里
制
の
区
画
法
は
、
六
町
（
約
六

五
四
メ
ー
ト
ル
）
四
方
に
土
地
を
区
画

し
て
里
と
呼
び
、
こ
の
里
を
一
町
（
一

〇
九
メ
ー
ト
ル
）
ご
と
に
六
等
分
し
て

で
き
た
坪
が
三
六
あ
り
、
坪
に
一
ノ
坪

か
ら
三
六
坪
ま
で
坪
番
号
が
付
け
ら
れ
、

坪
名
の
配
列
は
千
鳥
式
と
平
行
式
が

あ
る
。
佐
山
に
残
さ
れ
て
い
る
坪
名
を

三
六
の
区
割
の
中
に
配
列
す
る
と
、
上

ノ
坪
を
一
ノ
坪
と
し
て
、
七
ノ
坪
、
八

ノ
坪
、
十
六
は
千
鳥
式
の
配
列
に
合
致

し
、
条
里
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　

残
さ
れ
た
条
里
遺
構
は
、
千
有
余
年

に
わ
た
り
守
り
継
が
れ
て
き
た
生
き
た

財
産
で
あ
る
。し
か
し
、農
業
近
代
化
の

進
展
す
る
現
在
で
は
、
農
業
経
営
を
甚

だ
し
く
阻
害
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

佐
山
南
東
部
一
円
は
、
昭
和
六
十
三
年

に
、
ほ
場
整
備
事
業
が
推
進
さ
れ
、
平

成
六
年
三
月
、
農
業
経
営
に
希
望
を
与

え
る
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
が
竣
工

し
た
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

阪
部　

五
三
夫

　

前
月
号
掲
載
の
東
一
口
の
渡
し
舟

の
イ
ラ
ス
ト
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
の
で

「
桟
橋
」
は
実
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

▲古川橋下流付近

第三章 古川流域の変遷（1）
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